
東南アジア大陸部のタイ北部、ミャンマー東北部、ラオス北部が国境を接する地

域はかつて「黄金の三角地帯」と呼ばれていましたが、近年は西南中国を加え

「黄金の四角地帯」とも呼ばれます。国境は、一方では国と国を分かつ線である

のと同時に、他方では国境を越える様々な活動を促す働きも持ちます。「分断」

と「越境」がともにみられる東南アジア大陸部の国境地域に暮らすタイ系民族の

一つであるシャンの人々を取り巻く現状についてお話をします。

村上  忠良
専門は文化人類学、タイ地域研究。主たるフィールドはタイ国北部。タイ系民族の

宗教実践、タイ国内の宗教的少数派の研究を行う。外国語学部タイ語専攻担当。

（大阪大学大学院  人文学研究科  外国学専攻  教授）

東南アジア大陸部の国境地域に暮らす

タイ系民族シャン
5月 1 8日

   開催！

マンスリー
多文化サロン

会場は大阪大学

箕面キャンパス

   です！

【日時】 2 0 2 3年 5月 1 8日  (木 )  1 9 : 0 0 - 2 0 : 0 0  
【場所】大阪大学  箕面キャンパス  1 F  大講義室
大阪府箕面市船場東 3丁目 5－ 1 0  
またはオンライン（参加者にはリンクをお知らせします）

【お申込受付期間】 2 0 2 3年 5月 8日～ 5月 1 5日（平日 9～ 1 7時）
下記のU R L／右記のQ Rコードの登録フォームにて
h t t p s : / / f o r m s . o f f i c e . c o m / r / H K s K 6 P 8 n 2 n
または大阪大学外国語学部  ☎  0 7 2 - 7 3 0 - 5 0 1 3
✉  j i n b u n - m i n o h - j i g y o @ o f f i c e . o s a k a - u . a c . j p  

 ※ 1 6日を過ぎても連絡メール不着の場合は担当者までお知らせください。

【参加費】無料

主催：大阪大学外国語学部 
協力：みのお市民活動センター

☜ 登録フォームはこちら


